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種子を取囲む組機または器官を総称して仮に被子体と名付け，被子{本に包まれたまま種子が発芽する

ととを，仮に被子体内発芽と高付ければ，皮大麦の芽が外頴の『ドで発芽仲長ずるととや，落花生種子が

英のまま播かれるととによって爽内で発j共生長するととは，まさに被子体内発芽に相当する.とのよう

な披子休内発芽のl祭にはp 大変のタト頴や落花生の茨の，発芽阻止力は，初めは強力であろうが，次第に

減耗されて来るもりであって，従って，此の阻止力減耗と，被子体内部の芽や根の伸長や生長とが，歩

調が合っているかどうかによって，芽や根の披子体外への出現時期が甚だ異ってくるわけである.

ゆえに，芽や，恨む誠子体外への出現時期のみに依り，種子自体の発芽能力を知らうとするのは誤りで

ある.

筆者は，種子自体の発芽の実力がp 特別に高まるか或は大であるととによって，却てその実力に反比

例して，芽や根の伸長や生長を遅らさねば、ならなくなるに至る経過を，実験によって少しく観察し得た

ので，との結果を報告する.

実験及び考察

(1) 大麦会津4号一一一皮麦

との大麦の乾燥種子及び浸水種子 (23'C の水に15時間)に対し，高周波(波長 6.2m，照射時間 G分)

を照射したものを A区とし，照射しないものを対照区とし，両区を無樟(頴をピンセットで除いた)及

び、有樟([)!!J~態で発芽床に置床した.置床後 3 日目の測定結果は

第1去のとjなりである.

無1苧のNk態では， A区が対照区より芽長に沿いて優ったから

高周波照射・が，特別に種子自体の発芽のスピ{ドを，早めたと

言い得る.

しかるにw梓のj状態では， 1112容の場合と全く;加となり，対照

区が，入区よりも芽長に沿いて便る.

4!日手の){k態では，種子自体の発芽(中長の実力が，そのまま~~

長に表現されるがp 有梓の)j}~態では，蒋(頴)の発芽阻止力が

加わっている. そζで，上記現象をき欠のように解釈したい.

第 l表

発芽Lた麦の子長(発芽温度2グ0)
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趨度の高周波が発芽及び芽の伸長に対し促進的に作用しながらも，皮麦外頴 (Lemma)の発芽阻止力

或は頴粒間粘若物質の発芽阻止力に対しては，何等の減耗作用をも及ぼさなかったために，芽の伸長と

自らの仲長を遅らさねばならな阻止力減耗とが，歩調が合わす~，種子自体及び芽は呼吸国難となっτ，

と.くなった，

生

山形賭立農試砂丘分場産，品種，サウザンクロス，千葉小粒及び責粒立茎を供試材料とした.探穫後

の日数及び取扱いからみて，種子の休眠性が完全に無くなっていたものである.俗

1英内に完全に 2粒入り，爽に窃!日のない，完壁の英を選び，先立を上方に基豆を下方に直立に，英

花落(2) 

のまま置床した.

それに水道水左注入して，水分が 100ro，80払 60ro，40 発芽床には，焼いて乾燥させた砂を用い，

?る及び、20%(7)5つの区を用意した.

置床後6日自に於ける調完結果は第2表のと1なりでるる.

土壌水分に対する発芽!mi第 2表によれば，茨播落花生の発芽(発芽温度 28
0

0)

同時に，全応性の品種間差異が判然するが，

区をjAじて，先豆が基豆よりも，英外へり発

j突出現の程度が劣っているととがわかる.即

ち上記の如くして英のまま播いた場合，英内

の積子のうち，先豆の方が常に基豆よりも遅

れて，根や匹軌を英外に出現させて:$るので

重うる.

併 L，第 3表でわかるとなり，供試3品種

は，先立の方が，基豆よりも重〈且つ大きいo-

資粒立茎
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発育の際p 先立の方を下向けていたからであ

豆自体の発根生長能力から言

えば，先立が大で、基豆が小であるはす=でるる.

それ故，ろう

発j長生長の実力に於て優る種子からは遅く

出現し，実力が劣る種子からは速く出現して来ると言う第2表の現象に対し，筆者は弐のように解釈し

度い

その大きさに於て~;豆より優るから. il¥::豆よりも大きく吸水膨張し，且つ基豆よりも旺んな先立が，

併し，先豆が破ろうとする突の中間部の抵抗比基豆が破ろうとする英の基部 (Gynophore呼吸をする.

の抵抗工りも遥かに強い.そとで先立はその根を，基豆と爽との間|療をでも通そう

その根は生長し難くなりとかくするうちに，先豆は呼吸困難に陥 t，その余地が全然なく，

が着いていた部位)

とするが，



!匹軸も{申び難くなる.結局，

基豆によって英基部縫合;協が

破られて，茨中間部まで，ひ

び割れされるか，または酸素

を補給されるようになってか

らp 先立の根が本格的に生長

し英外へ出現し始めるように

なる，と.

第 3夫の利l奈JfI~tl粒は 1 爽 3

粒の品種'0，木文には無関係で

あるが，供試3品種に対する参

ゴ主としてf局げた・
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第 3表溶花笠 1粒当り重量の分布表
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0農学部学生に課する一般植物学の教授目標

Davis. D， E.: Obje口tiv出 ofa generaI botan，l' oourse 

in an agrioultul'al collpge (Amel'Ic， Journ， Bot. 37 
659， 1950) 
法学部学生に対して一般植物学を教授する目標は何

かと公うじまづこれを純粋に実利的なものと学理的

なものとの二つの範暗に分けることがでぎる.然しこ

の両者は完全に独立したものでもなく，また互に矛庶

したものでも沿い.

~てこの二つの施時の各々を更に六つに細分する ζ

摘要

皮大麦の帯に包まれたタネと，落花生の突に包まれた先豆とをと実践的に発芽させ，それらむ発芽に際

しての白容的行動を観察し，とれを記述した.
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Summall'Y 

1. The followillg two sniciual hehaviors were ohs白rveL1hy七hepresellt author in七heg日rmillation

of barley s日日dswith glnmes alld peallll七seeds in pOlls. 

2. The ll10re greatly the gerll1illating activity of harley 3e巴dwas proll1ot日clindep日nd臼utly

with the glume hy a high-frequellcy electlic wave，ぬ日 moretightly the sprout woul(l be口losec1

up Ill the glume， 30 that tJw sprout coul(l llot ll10re elollgate， 

3. Th日 upp日rseec1 iH!I'l)eallU七por1of comparatively quickly g日rmilla七illg、activityw回 quickly

asphyxiate<l ill th日 poc1by the quickly oxygell--inhalating activiむYof itseIf. 

とができる.即ち，まず実禾IJ的なブj而では， (1)期微鏡

を傑作ずる技術を修得させる， (2) 植物体内に於ける

養分の合成とその利用に関ナる基本的智識を与える，

(雪)種々の物質が植物体内に入る機掃や植物体内にあ

る種々の物質の生理的;音義を究明する， (4) 植物jの構

造や生長に関ナる一般的智識を与える， (5) 普通の樹

木の名とその特徴を覚えさせる， (のある程度の術認

を理~J~~ぜる，等がある.これに対して学理的な方面

でIt，(1)植物学及び自然科学の他の領域でも用いら

(37頁え続く)
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